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よつ葉生活協同組合 

国境なき医師団 小児科医からの夏休み特別授業 
 

講師 浦部優子さん（8月 9日 小山市立生涯学習センター） 
 

浦部医師から組合員の皆さんへのメッセージ 

「教室に参加してくださった方々、ありがとうございました。大人も子どもも真剣に議論していろいろな意見を発表してくださり、 

私も楽しめました。参加できなかった方も、この機会にぜひ世界の人道危機や国境なき医師団について調べてみてください。 

日本にも社会問題はたくさんあって忘れがちですが、日本の生活環境は恵まれています。一人ひとりができることを少しずつ実践 

すれば、少しでも平和な世界が広がると信じています。」 

 

冨居顧問から、「前日の地震、そして今日は長崎に原爆を落とさ

れた日であること、ウクライナ、ガザなど他人事ではないという思

いで見てきたけど、実際現地に行ってその目で子どもたちを見て抱

きしめてきた人の言葉はきっと違う。よつ葉生協の会員の娘さんが

この活動をしてくれてほんとに嬉しい」との挨拶をいただき、夏休

み特別授業は、はじまりました。 

 浦部先生から「安心して生きていくために必要なもの、欠かせな

いものってなに？」と問いかけられると、“水”“食べ物”“家”“心

臓”“お金”“睡眠”“平和“etc.たくさんの意見がでました。それ

が一瞬にして無くなってしまうのが、国境なき医師団が活動してい

る地域の現状です。 

 国境なき医師団が大切にしている活動原則は「独立・中立・公平」。

どの国の人でも、どの宗教でも、何をしている人でも、誰であろう

と医療が必要であれば治療します。それをふまえて、先生から話し

合いのための具体的な課題が出され、ワークショップに入りまし

た。この授業は本来であれば、小学 5.6年生が対象なのですが、よ

つ葉生協でやるならと特別のプログラムで作っていただきました。

子どもチームは 4つにわ 

かれ、大人チームは、 

6チームにわかれて頂き 

ました。初めて会った子 

どもたちが話し合い出来 

るように異年齢であらか 

じめチーム編成をしまし 

たので、年長者が話し合 

いの中心となりみんなの 

意見をまとめました。 

心配していた大人チーム 

ですが、どこのチームも 

皆さん積極的に時間ぎり 

ぎりまで、話し合ってい 

ました。悩みながらまと 

めた結果発表では、それ 

ぞれのグループがほんと 

によく悩み話し合ったことがよくわかりました。このように国境な

き医師団の医師たちが、日々悩み決断し活動しているのが、ワーク

ショップで理解できました。その後、国境なき医師団の活動を、ス

ライドを使いながら、説明していただきました。活動資金は「独立 

  

 

・中立・公平」を守るために、 

97.1%（2022年実績）が民間か 

らの寄付で賄われていること、 

日本からの派遣は 89人、派遣 

国数は 26ヵ国（2022年実績） 

など。浦部先生が国境なき医師 

団に入ろうと思ったきかっけは、 

国民のほとんどがイスラム教徒 

であるイエメンの小児科病棟で 

は、肺炎や下痢、けが、やけど、 

栄養失調が多く、機器や検査、 

薬には限りがあり亡くなる赤ちゃんも多いことでした。今は診察

だけではなく医師団が帰ってからも医療ができるように、現地の

医療スタッフのトレーニングや研修などもしていること。宿舎で

は、食堂、個室、ジム、居間、屋上があり、専属コックがいて食事

は美味しく、休日は危ないので外には出られないが、屋上でのバ

ーベキュー、映画やテレビを見たり、音楽を聴いたり、ギターを演

奏したりしていたこと。また、食事や洗濯や掃除をするスタッフ

など現地の雇用も医療だけではない大きな支援になっていること

などを知ることができました。 

 最後に、国境なき医師団に参加する方法は、1，活動を伝える（今

日聞いた話を周りの人に話してほしい）。2，寄付・募金で活動を支

える。3，一緒に働く（医者だけではなく、様々な職種があり、ま

た海外に行かなくても日本での広報活動などもできる）。があるこ

とを教えていただき夏休み特別授業が終わりました。 

 終わってからの質疑応答では、“おなかをこわしたことがありま

すか？”“初めての病気の時にどうしますか？”“一人の子を助け

るのにいくらかかる？”“利権がらみの心配は？”など多くの質問

にわかりやすく答えていただきました。 

 

 委員会よりお願いしたいこと。皆さん一人一人が、まずは自分

のいのちを大切にしてください。そして世界や日本で起きている

ことを知ることが大事です。そこから自分が出来ることを考えて

いただけたらと思います。 

 

 

※当日集めさせていただいた募金14,623円は全額を国境なき医師

団に寄付いたします。 

 

ミモザいのちと食の委員会 田嶋 

「ワークショップに取り組んでいます」 

「結果発表（大人）」 
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子ども達の感想（アンケートより抜粋） 

 ・命の大切さについて考えられました。 

 ・世界の人たちが不公平にくらしていることがわかった。 

 ・自分にできる事を一つでも実せんしたい。 

 ・すごい自分の夢がふえた。 

 ・ゆうこ先生みたいな人になりたいと思った。 

大人達のワークショップの感想（アンケートより抜粋） 

・子ども達の意見が聞けたし、大人の意見も聞いてもらうことが 

できて良かった 

・答えのない議論をすることが新鮮だった 

・子どもの視点での結論をなるほどと思った 

 

（表紙から続きます）国境なき医師団 夏休み特別授業参加者のみなさんから 

「ワークショップに取り組んでいます。」 

「結果発表（子ども）」→ 

1945 年 7 月 12 日 23 時 10 分宇都宮空襲 今も爪跡が残っています  

79 年前の 7 月 12 日深夜、B29 爆撃機 115 機が来襲し、宇都宮

市中心部を 2 時間 20 分にわたり爆撃しました。本土空襲は同年 

3 月 10 日の東京大空襲後に本格的になり、中都市が標的となって

宇都宮もその一つでした。この宇都宮空襲で、宇都宮市立中央小

学校を中心に半径 1.2ｋｍ圏が焼け野原になり、620 人以上もの命

が失われました。負傷した人々は 1128 名、罹災戸数は 9173 戸を

超え、宇都宮市以外にも被害が出ました。 

B29 はサイパン島に近いテニアン島から飛来し、宇都宮市街地

を西から東に焼夷弾を落としました。なぜ夜中に来襲したのでし

ょうか？この頃の空襲は日本軍の地上からの高射砲を警戒して、

夜間に行われました。都市を壊滅させて、日本の戦意をそぐこと

が目的でした。 

使われた焼夷弾は、 M47 型 10,500 個、M69 小型焼夷弾が

83,752 個（ゼリー状の油脂を内包したナパーム弾。木や紙が主体

の当時の日本の住宅が燃えやすいように開発されたもの）でした。 

 

宇都宮市内では、今でも空襲の跡を見ることができます。宇都

宮シティガイド協会の藤長さんに案内してもらいました。 

①松が峰協会 

  1932 年建造の大谷石造りの双塔を 

持つ教会。屋根と礼拝堂内部の畳が 

焼け落ち、礼拝堂内の壁に黒い焼け 

跡が残っています。 

②大いちょう（旭町） 

  空襲で黒焦げになりましたが翌年 

芽を出しました。交差点の角にあっ 

て、樹高 33ｍを越えて今も見事な黄 

葉を見せています。 

③二荒山神社の防空壕（馬場通） 

神社東側の崖に当時のまま残され 

 

 ています。中は 

3方向に分かれ 

ていました。 

市中で現存する 

防空壕は大変貴 

重です。 

④浄鏡寺（塙田） 

  当時中央町に 

あった市役所構 

内に、樹齢千年以上の大けやきがありました。空襲で焼け焦げ、

再生も見込めなかったため資材として市民に払い下げられまし

た。焼け残ったけやきの一部に、市内の仏師高田松次郎氏が薬

師如来像を彫り出し、浄鏡寺に 

大事に安置されています。当時 

の多くの市民の心を癒したこと 

でしょう。 

ご住職の娘さんにお話を伺う 

ことができました。 

「当時 2 歳でした。防空壕に逃 

げて無事でしたが、防空壕から 

見えた市内の真っ赤な光景を見 

てから、当時の私は声を発する 

ことができなくなったと聞いています」 

⑤清巌寺（大通り 5丁目）  

  宇都宮市立東小学校の南方にあるお寺。直接の戦災は逃れた

ものの、広い敷地内にご遺体がならべられたそうです。お寺の

地蔵尊は戦時の金属供出で無くなり、大谷石の台座だけ残され

ていましたが平成 7年に復元建立されました。 

 

 戦争や原爆でどんなに苦しかったか、生き残っても家族や友人、

隣人を失ってどれほど辛い人生を強いられてきたか・・・。今に

伝えられている戦争の跡を見、体験した方々からのお話を聞いて

私たちにできることは、とにかく想像して知っていくこと。ウク

ライナで、ガザで、パレスチナで多くの市民や子どもたちが命を

脅かされています。決して過去の出来事ではありません。全ては

ご紹介できませんでしたが、機会があれば訪れてみて下さい。 

                       （理事 三輪） 

            

よつ葉文庫では、宇都宮空襲、伊勢崎空襲の体験を描いた本を貸し

出ししています。 

No1294 戦後 77 年 戦争を体験した方のメッセージ 

郡馬県生活協同組合連合会 

No1303 子どものころの戦争の記憶 真珠湾攻撃から敗戦玉音

放送まで（絵本） 越川栄子 

 

「二荒山神社の防空壕」 

「被災けやきの薬師如来像」 「大いちょう」 
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参加してみませんか      ＜お問合せ よつ葉生協 組合員組織部 TEL 0120-07-1613＞ 

地産地消～守ろうふるさと のこそう緑の大地～ 
塩谷農業体験②「稲刈りをしよう！」 

 

 

日 時：10月 5日（土）10：00～12：00（受付 9：45～） 

会 場：和氣ファーム（栃木県塩谷郡塩谷町大字泉３４２） 

 

参加費：組合員 大人 500円 子ども（小学生）200円 

    一 般 大人 600円 子ども（小学生）200円 

定 員：な し    

託 児：な し 

締切日：9月 20日（金） 

主 催：よつ葉生協 

 

産直米でお馴染みの「塩谷町・和氣ファーム」さんの田んぼで稲

刈りをします。鎌を使って一株ずつ刈り取ります。6月に田植え

をした苗は、今年はどれくらい稲穂が実っているのかな？当日は

和氣さん手作りのお赤飯と新米のおみやげがあります♪ 

那須塩原 

発酵チキンカレー教室 
発酵調味料とスパイスをふんだんに使った発酵チキンカレーです。

ルーも必要なく身近な材料で簡単に作れます。小麦粉不使用。辛

みを足すこともできるのでお子さんから大人まで楽しめます！ 

日 時：9月 30日（月）10：00～13：00（受付 9：45～） 

会 場：稲村公民館（栃木県那須塩原市若草町 117-1） 

参加費：組合員 大人 2000円  

一 般 大人 2200円 

定 員：12人   託 児：な し 

締切日：9月 20日（金） 

主 催：那須塩原委員会 

 

筑 西 

よつ葉の広場～話・輪・WA～ ㏌ 筑西 
食育応援団の松下さんを招いてよつ葉商品と市販品の違いを食 

べ比べします。新商品を中心に、お菓子や飲み物をご用意します。

組合員でない方、お友達やお子さんもご一緒にどうぞ♪ 

日 時：10月 3日（木）10：00～12：00（受付 9：45～） 

会 場：道の駅グランテラス筑西 多目的室 

    （茨城県筑西市川澄 1850） 

参加費：無 料   託 児：な し  

お子様連れ大歓迎！ 

締切日：9月 20日（金） 

主 催：よつ葉生協 

「参加してみませんか」申し込み後のご案内はメールになります 

ご参加が決定した方へのお知らせは、郵便料金の値上げ等の事情によりメールでのご案内に変更します。それに伴い、以下ドメインの

メールを受信できるように設定をお願いします。ただし、お電話で申し込まれた方へのご案内はこれまで通り郵送します。 

event@yotsuba-coop.jp （迷惑メール設定解除、もしくは受信設定） 
 

よつ葉文庫 新刊登録 

NO.1318 「蕾
つぼみ

のままに散りゆけり ―対馬丸から生還した教師の魂を娘が辿る―」 上野かずこ 悠人書院 
 

 栃木市在住の上野さんが、1944 年 8 月に起きた米軍潜水艦の魚雷攻撃を受けて沈没し 1484 名が亡くなった事件で、

生き残った母美津子
み つ こ

さんが残した言葉をまとめて出版しました。戦争体験をされた方が高齢になり、また亡くなって、事実

が忘れ去られようとしています。体験者は終戦後語ることができず、重い口をようやく開き言葉にしています。 

 対馬丸は商業船でしたが軍の艦船として登録されていたので、沈没は軍事機密として公表は禁じられていたそうです。

沖縄から九州に疎開する学童や大人 1700 余名を乗せ、対馬丸は攻撃されて 11 分で沈没し、生き残った人々は数日間

漂流して、救助された人々には厳重な箝口令が敷かれ、対馬丸沈没はなかったこととされようとしました。生き残った人々

に対し「なぜお前だけが生きて帰ったか」、そして「自分だけが生き残って」と、生存者は口を閉じたまま生きていくことにな

ったのです。 

沖縄出身の両親が何故栃木で暮らすようになったか。対馬丸事件がなかったら、生まれた沖縄で一生涯送れたにちが

いない。終戦間際や終戦直後に国籍が定かではない魚雷で沈没された船の詳略はわからないことが多く、北海道の留萌

沖で樺太からの引き揚げ者が犠牲になったことも詳しくは語られていない。私たちが知らないことだらけで、「知らないま

ま」となかったことにしたいのが、戦争の世論のつくり方と言えるでしょう。 

 
NO.1319 「生協の歴史から戦争と平和を学ぶ 改訂新版」 齋藤嘉璋 公益財団法人 生協総合研究所 
 

 食材を１週間に一度、班あるいは個人に届けてくれるのが生協の仕事と思っている方も多いですし、それが現実の姿で

もあります。地震や台風などの自然災害で届けられないこともありますが、安定してお届けができるようになりました。生協

の歴史は、世の中の動きや流れの中で自由に活動できなかったことが多く、また事業的継続ができず倒産した生協も数

多くありました。封建的社会制度、戦争による犠牲と混乱の長期化は生協のみの問題ではなく、世界でも日本でも全ての

人々の命が危険にさらされていました。 

人々の為に生協を立ちあげてくれた先達のおかげで今、私たちが自由に生協を利用することができています。 

戦争体験の中から「平和とより良い生活のために」は、21世紀の今も繰り返されている戦争に対しても叫び続けられなけ

ればなりません。                                                       （顧問 冨居） 
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